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Q001   BL3-014

紛争解決 / 仲裁 / 形式：○×

次の記述は正しいか。
仲裁判断は、当事者に一切効力を持たない単なる助言である。

1. 正しい
2. 誤り

答え・解説

正答：誤り

超簡単な解説：国際取引でも利用される。

要点：仲裁

Q002   BL3-028

紛争解決 / 民事訴訟 / 形式：○×

次の記述は正しいか。
民事訴訟は、刑罰を科すことだけを目的とする手続である。

1. 正しい
2. 誤り

答え・解説

正答：誤り

超簡単な解説：請求・主張・立証の構造を理解する。

要点：民事訴訟

Q003   BL3-042

紛争解決 / 証拠 / 形式：○×

次の記述は正しいか。
契約書やメールは、紛争時の証拠として一切利用できない。

1. 正しい
2. 誤り

答え・解説

正答：誤り

超簡単な解説：日常的な証拠保全がリスク管理になる。

要点：証拠

Q004   BL3-056

紛争解決 / 強制執行 / 形式：○×

次の記述は正しいか。
強制執行は、口頭で請求しただけで必ず開始できる。

1. 正しい
2. 誤り

答え・解説

正答：誤り

超簡単な解説：判決や公正証書など債務名義が問題となる。

要点：強制執行

Q005   BL3-070

紛争解決 / 少額訴訟 / 形式：○×

次の記述は正しいか。
少額訴訟は、すべての複雑な国際紛争に無制限で使える。

1. 正しい
2. 誤り

答え・解説

正答：誤り

超簡単な解説：利用額や回数などの制限がある。

要点：少額訴訟
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Q006   BL3-083

紛争解決 / 交渉 / 形式：○×

次の記述は正しいか。
紛争解決では、訴訟前に交渉で解決を図ることがある。

1. 正しい
2. 誤り

答え・解説

正答：正しい

超簡単な解説：交渉は時間・費用面で有効な場合がある。

要点：交渉

Q007   BL3-084

紛争解決 / ADR / 形式：○×

次の記述は正しいか。
ADRは、裁判所の判決だけを意味する。

1. 正しい
2. 誤り

答え・解説

正答：誤り

超簡単な解説：調停・仲裁・あっせんなどが含まれる。

要点：ADR

Q008   BL3-097

紛争解決 / 調停 / 形式：○×

次の記述は正しいか。
調停は、第三者を介して当事者の合意による解決を目指す手続である。

1. 正しい
2. 誤り

答え・解説

正答：正しい

超簡単な解説：裁判所の民事調停などがある。

要点：調停

Q009   BL3-111

紛争解決 / 仲裁 / 形式：○×

次の記述は正しいか。
仲裁は、仲裁人の判断に紛争解決を委ねる手続である。

1. 正しい
2. 誤り

答え・解説

正答：正しい

超簡単な解説：国際取引でも利用される。

要点：仲裁

Q010   BL3-125

紛争解決 / 民事訴訟 / 形式：○×

次の記述は正しいか。
民事訴訟は、裁判所が私人間の法律上の紛争を判断する手続である。

1. 正しい
2. 誤り

答え・解説

正答：正しい

超簡単な解説：請求・主張・立証の構造を理解する。

要点：民事訴訟
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Q011   BL3-139

紛争解決 / 証拠 / 形式：○×

次の記述は正しいか。
民事紛争では、契約書・メール・領収書などの証拠管理が重要である。

1. 正しい
2. 誤り

答え・解説

正答：正しい

超簡単な解説：日常的な証拠保全がリスク管理になる。

要点：証拠

Q012   BL3-153

紛争解決 / 強制執行 / 形式：○×

次の記述は正しいか。
強制執行は、債務名義に基づき国家権力で権利を実現する手続である。

1. 正しい
2. 誤り

答え・解説

正答：正しい

超簡単な解説：判決や公正証書など債務名義が問題となる。

要点：強制執行

Q013   BL3-167

紛争解決 / 少額訴訟 / 形式：○×

次の記述は正しいか。
少額訴訟は、少額の金銭請求を簡易迅速に解決する制度である。

1. 正しい
2. 誤り

答え・解説

正答：正しい

超簡単な解説：利用額や回数などの制限がある。

要点：少額訴訟

Q014   BL3-184

紛争解決 / 強制執行 / 形式：2択

次のうち、「強制執行」について正しい説明はどちらか。

1. 定型約款は、どのような内容でも相手方を必ず拘束する。
2. 強制執行は、債務名義に基づき国家権力で権利を実現する手続である。

答え・解説

正答：強制執行は、債務名義に基づき国家権力で権利を実現する手続である
。

超簡単な解説：判決や公正証書など債務名義が問題となる。

要点：強制執行

Q015   BL3-198

紛争解決 / 少額訴訟 / 形式：2択

次のうち、「少額訴訟」について正しい説明はどちらか。

1. 下請法は、消費者の家族関係だけを定める法律である。
2. 少額訴訟は、少額の金銭請求を簡易迅速に解決する制度である。

答え・解説

正答：少額訴訟は、少額の金銭請求を簡易迅速に解決する制度である。

超簡単な解説：利用額や回数などの制限がある。

要点：少額訴訟
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Q016   BL3-211

紛争解決 / 交渉 / 形式：2択

次のうち、「交渉」について正しい説明はどちらか。

1. 紛争解決では、訴訟前に交渉で解決を図ることがある。
2. 独占禁止法は、すべての競争を禁止する法律である。

答え・解説

正答：紛争解決では、訴訟前に交渉で解決を図ることがある。

超簡単な解説：交渉は時間・費用面で有効な場合がある。

要点：交渉

Q017   BL3-212

紛争解決 / ADR / 形式：2択

次のうち、「ADR」について正しい説明はどちらか。

1. 占有は、登記がなければ絶対に成立しない。
2. ADRは、裁判外で紛争解決を図る手続の総称である。

答え・解説

正答：ADRは、裁判外で紛争解決を図る手続の総称である。

超簡単な解説：調停・仲裁・あっせんなどが含まれる。

要点：ADR

Q018   BL3-225

紛争解決 / 調停 / 形式：2択

次のうち、「調停」について正しい説明はどちらか。

1. 調停は、第三者を介して当事者の合意による解決を目指す手続である。
2. 未成年者がした契約は、どのような場合も取り消すことができない。

答え・解説

正答：調停は、第三者を介して当事者の合意による解決を目指す手続である
。

超簡単な解説：裁判所の民事調停などがある。

要点：調停

Q019   BL3-239

紛争解決 / 仲裁 / 形式：2択

次のうち、「仲裁」について正しい説明はどちらか。

1. 仲裁は、仲裁人の判断に紛争解決を委ねる手続である。
2. 独占禁止法は、すべての競争を禁止する法律である。

答え・解説

正答：仲裁は、仲裁人の判断に紛争解決を委ねる手続である。

超簡単な解説：国際取引でも利用される。

要点：仲裁

Q020   BL3-253

紛争解決 / 民事訴訟 / 形式：2択

次のうち、「民事訴訟」について正しい説明はどちらか。

1. 民事訴訟は、裁判所が私人間の法律上の紛争を判断する手続である。
2. 法人は実体がないため、契約の当事者になることはできない。

答え・解説

正答：民事訴訟は、裁判所が私人間の法律上の紛争を判断する手続である。

超簡単な解説：請求・主張・立証の構造を理解する。

要点：民事訴訟
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Q021   BL3-267

紛争解決 / 証拠 / 形式：2択

次のうち、「証拠」について正しい説明はどちらか。

1. 民事紛争では、契約書・メール・領収書などの証拠管理が重要である。
2. 自然人は成年に達しなければ権利能力を取得しない。

答え・解説

正答：民事紛争では、契約書・メール・領収書などの証拠管理が重要である
。

超簡単な解説：日常的な証拠保全がリスク管理になる。

要点：証拠

Q022   BL3-281

紛争解決 / 強制執行 / 形式：2択

次のうち、「強制執行」について正しい説明はどちらか。

1. 強制執行は、債務名義に基づき国家権力で権利を実現する手続である。
2. 任意規定は、当事者の合意によって変更できない。

答え・解説

正答：強制執行は、債務名義に基づき国家権力で権利を実現する手続である
。

超簡単な解説：判決や公正証書など債務名義が問題となる。

要点：強制執行

Q023   BL3-295

紛争解決 / 少額訴訟 / 形式：2択

次のうち、「少額訴訟」について正しい説明はどちらか。

1. 少額訴訟は、少額の金銭請求を簡易迅速に解決する制度である。
2. 定款は、会社設立後には一切意味を持たない。

答え・解説

正答：少額訴訟は、少額の金銭請求を簡易迅速に解決する制度である。

超簡単な解説：利用額や回数などの制限がある。

要点：少額訴訟

Q024   BL3-308

紛争解決 / 交渉 / 形式：2択

次のうち、「交渉」について正しい説明はどちらか。

1. 解除すると、契約違反の有無にかかわらず損害賠償請求は常に禁止され
る。
2. 紛争解決では、訴訟前に交渉で解決を図ることがある。

答え・解説

正答：紛争解決では、訴訟前に交渉で解決を図ることがある。

超簡単な解説：交渉は時間・費用面で有効な場合がある。

要点：交渉

Q025   BL3-309

紛争解決 / ADR / 形式：2択

次のうち、「ADR」について正しい説明はどちらか。

1. ADRは、裁判外で紛争解決を図る手続の総称である。
2. 特定商取引法は、企業間の株主総会手続だけを定める。

答え・解説

正答：ADRは、裁判外で紛争解決を図る手続の総称である。

超簡単な解説：調停・仲裁・あっせんなどが含まれる。

要点：ADR
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Q026   BL3-322

紛争解決 / 調停 / 形式：2択

次のうち、「調停」について正しい説明はどちらか。

1. 業務上の災害でも、労災保険は一切関係しない。
2. 調停は、第三者を介して当事者の合意による解決を目指す手続である。

答え・解説

正答：調停は、第三者を介して当事者の合意による解決を目指す手続である
。

超簡単な解説：裁判所の民事調停などがある。

要点：調停

Q027   BL3-348

紛争解決 / 交渉 / 形式：4択

次のうち、「交渉」について正しい説明として最も適切なものはどれか。

1. 占有は、登記がなければ絶対に成立しない。
2. 債務を履行しなくても、契約責任は一切発生しない。
3. 商標権は、発明そのものを保護する権利である。
4. 紛争解決では、訴訟前に交渉で解決を図ることがある。

答え・解説

正答：紛争解決では、訴訟前に交渉で解決を図ることがある。

超簡単な解説：交渉は時間・費用面で有効な場合がある。

要点：交渉

Q028   BL3-349

紛争解決 / ADR / 形式：4択

次のうち、「ADR」について正しい説明として最も適切なものはどれか。

1. ADRは、裁判外で紛争解決を図る手続の総称である。
2. 無権代理行為は、本人の意思に関係なく必ず有効となる。
3. 承諾は、申込みと内容が違っていても常に契約を成立させる。
4. 代表者が会社名で契約しても、効果は常に代表者個人に帰属する。

答え・解説

正答：ADRは、裁判外で紛争解決を図る手続の総称である。

超簡単な解説：調停・仲裁・あっせんなどが含まれる。

要点：ADR

Q029   BL3-362

紛争解決 / 調停 / 形式：4択

次のうち、「調停」について正しい説明として最も適切なものはどれか。

1. 質権では、債権者が目的物を一切占有しないことが必須である。
2. 弁済しても、債務は絶対に消滅しない。
3. 調停は、第三者を介して当事者の合意による解決を目指す手続である。
4. 年次有給休暇は、法律上どの労働者にも一切付与されない。

答え・解説

正答：調停は、第三者を介して当事者の合意による解決を目指す手続である
。

超簡単な解説：裁判所の民事調停などがある。

要点：調停

Q030   BL3-376

紛争解決 / 仲裁 / 形式：4択

次のうち、「仲裁」について正しい説明として最も適切なものはどれか。

1. 解除すると、契約違反の有無にかかわらず損害賠償請求は常に禁止され
る。
2. 仲裁は、仲裁人の判断に紛争解決を委ねる手続である。
3. 使用者は、労働者に何時間でも無制限に働かせることができる。
4. 占有は、登記がなければ絶対に成立しない。

答え・解説

正答：仲裁は、仲裁人の判断に紛争解決を委ねる手続である。

超簡単な解説：国際取引でも利用される。

要点：仲裁
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Q031   BL3-390

紛争解決 / 民事訴訟 / 形式：4択

次のうち、「民事訴訟」について正しい説明として最も適切なものはどれ
か。

1. 連帯保証人は、催告の抗弁権と検索の抗弁権を常に行使できる。
2. 監査役は、会社の営業担当者を意味する。
3. 民事訴訟は、裁判所が私人間の法律上の紛争を判断する手続である。
4. 解除すると、契約違反の有無にかかわらず損害賠償請求は常に禁止され
る。

答え・解説

正答：民事訴訟は、裁判所が私人間の法律上の紛争を判断する手続である。

超簡単な解説：請求・主張・立証の構造を理解する。

要点：民事訴訟

Q032   BL3-404

紛争解決 / 証拠 / 形式：4択

次のうち、「証拠」について正しい説明として最も適切なものはどれか。

1. 労働組合は、使用者だけで構成される団体である。
2. 表見代理は、相手方が悪意でも常に成立する。
3. 民事紛争では、契約書・メール・領収書などの証拠管理が重要である。
4. 民事訴訟は、刑罰を科すことだけを目的とする手続である。

答え・解説

正答：民事紛争では、契約書・メール・領収書などの証拠管理が重要である
。

超簡単な解説：日常的な証拠保全がリスク管理になる。

要点：証拠

Q033   BL3-418

紛争解決 / 強制執行 / 形式：4択

次のうち、「強制執行」について正しい説明として最も適切なものはどれ
か。

1. 代理人が契約すると、効果は常に代理人本人にだけ帰属する。
2. 不正競争防止法は、企業活動とは無関係の刑法だけを定める。
3. 強制執行は、債務名義に基づき国家権力で権利を実現する手続である。
4. 詐欺による契約でも、被害者は常に取り消せない。

答え・解説

正答：強制執行は、債務名義に基づき国家権力で権利を実現する手続である
。

超簡単な解説：判決や公正証書など債務名義が問題となる。

要点：強制執行

Q034   BL3-432

紛争解決 / 少額訴訟 / 形式：4択

次のうち、「少額訴訟」について正しい説明として最も適切なものはどれ
か。

1. 少額訴訟は、少額の金銭請求を簡易迅速に解決する制度である。
2. 動産の所有権移転では、引渡しはどの場面でも無意味である。
3. 意思能力を欠いていても契約書に署名すれば常に有効である。
4. 労働組合は、使用者だけで構成される団体である。

答え・解説

正答：少額訴訟は、少額の金銭請求を簡易迅速に解決する制度である。

超簡単な解説：利用額や回数などの制限がある。

要点：少額訴訟

Q035   BL3-445

紛争解決 / 交渉 / 形式：4択

次のうち、「交渉」について正しい説明として最も適切なものはどれか。

1. 少額訴訟は、すべての複雑な国際紛争に無制限で使える。
2. 詐欺による契約でも、被害者は常に取り消せない。
3. 紛争解決では、訴訟前に交渉で解決を図ることがある。
4. 不動産売買では、登記は第三者との関係で一切意味を持たない。

答え・解説

正答：紛争解決では、訴訟前に交渉で解決を図ることがある。

超簡単な解説：交渉は時間・費用面で有効な場合がある。

要点：交渉
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Q036   BL3-446

紛争解決 / ADR / 形式：4択

次のうち、「ADR」について正しい説明として最も適切なものはどれか。

1. 強迫による意思表示は、被害者の保護対象にならない。
2. ADRは、裁判外で紛争解決を図る手続の総称である。
3. 弁済しても、債務は絶対に消滅しない。
4. 不公正な取引方法は、独占禁止法上まったく問題にならない。

答え・解説

正答：ADRは、裁判外で紛争解決を図る手続の総称である。

超簡単な解説：調停・仲裁・あっせんなどが含まれる。

要点：ADR

Q037   BL3-459

紛争解決 / 調停 / 形式：4択

次のうち、「調停」について正しい説明として最も適切なものはどれか。

1. 調停は、第三者を介して当事者の合意による解決を目指す手続である。
2. ライセンス契約では、権利者の利用許諾は一切問題とならない。
3. 所有権は、他人の物を借りる権利にすぎない。
4. 使用者は、労働者に何時間でも無制限に働かせることができる。

答え・解説

正答：調停は、第三者を介して当事者の合意による解決を目指す手続である
。

超簡単な解説：裁判所の民事調停などがある。

要点：調停

Q038   BL3-473

紛争解決 / 仲裁 / 形式：4択

次のうち、「仲裁」について正しい説明として最も適切なものはどれか。

1. 仲裁は、仲裁人の判断に紛争解決を委ねる手続である。
2. 業務上の災害でも、労災保険は一切関係しない。
3. 商号は、個人名以外には法律上認められない。
4. 強迫による意思表示は、被害者の保護対象にならない。

答え・解説

正答：仲裁は、仲裁人の判断に紛争解決を委ねる手続である。

超簡単な解説：国際取引でも利用される。

要点：仲裁

Q039   BL3-487

紛争解決 / 民事訴訟 / 形式：4択

次のうち、「民事訴訟」について正しい説明として最も適切なものはどれ
か。

1. 法律行為は、事実行為だけで成立し意思表示を必要としない。
2. 法律上の善意は、道徳的に親切であることをいう。
3. 民事訴訟は、裁判所が私人間の法律上の紛争を判断する手続である。
4. 代理人が契約すると、効果は常に代理人本人にだけ帰属する。

答え・解説

正答：民事訴訟は、裁判所が私人間の法律上の紛争を判断する手続である。

超簡単な解説：請求・主張・立証の構造を理解する。

要点：民事訴訟


